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今年度が始まり半月が経ちました。毎朝、新しいランドセルと黄色い帽子（塩尻市の１年生は黄色い帽

子をかぶります。）をかぶったピカピカの１年生が上級生と一緒に集団で登校する姿を見ると、心がほっ

こりします。昨年度は、コロナによる一斉休校の為、この光景は見られませんでした。 

１年が過ぎても、コロナの感染者が増え、予断を許さない状態ではありますが、今年は、１年遅れの東

京五輪が開催されます。今月は、聖火リレーが長野県を縦断し、盛り上がりました。２３年前の長野冬

季五輪で、長野県を縦断した際は、沿道で応援することが出来ましたが、今回は、コロナの影響もあり、

沿道での応援に制限があり行くことが出来ませんでした。東京五輪が１年遅れたことにより、白血病の

闘病を乗り越えた水泳の池江璃花子選手が、東京五輪の代表に内定しました。このニュースは、日本中

に勇気と希望を与えました。 

少しでも早く、コロナが収束し、安心した生活を送れるようになりたいですね。     （上野） 


